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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写因子のペアボックス（PAX）ファミリーのメンバーです。この遺伝子ファミリーのメンバーは、通常、ペアボックスドメイン、オクタペプチド、およびペア型ホメオドメインを含みます。これらの遺伝子は、胎児の発達と癌の増殖において重要な役割を果たします。この遺伝子を欠損したマウスは、臓器、筋肉、骨格の発達障害（歯の欠損または異常な発達、新生児致死など）を示します。ヒト遺伝子の変異は、選択的歯無形成症-3と関連しています。[RefSeq提供、2015年9月]、疾患：PAX9の欠陥は乏歯症の原因です[MIM:604625]。これは家族性または選択的歯無形成症の一種です。乏歯症は、関連する全身疾患を伴わずに6本以上の永久歯が欠損している状態と定義されます。1本以上の歯の欠損は、ヒトにおける最も一般的な発達異常の1つです。報告されている発生率は、人口の20％に発生する第三大臼歯（親知らず）無形成症を除いて、1.6％から9.6％の範囲です。,機能：胸腺、副甲状腺、鰓後体、歯、頭蓋骨と喉頭の骨格要素、および遠位四肢の正常な発達に必要な転写因子です。,類似性：1つのペアドメインを含みます。,サブユニット：KDM5Bと相互作用します。,
	研究分野
	ドメインファミリー; 発達ファミリー PAX; エピジェネティクスと核シグナル伝達; 転写; 転写因子
	画像データ
	

	Pax-9 抗体を使用したラット心臓溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	Pax-9 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウェスタン ブロット分析。

